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研究シーズのタイトル

保健医療福祉データーを活用した地域診断に基づくEvidence Based Policy Makingによる政策・事業展開支援

研究者名 所属

小野　順子 看護学部

研究シーズの専門分野

公衆衛生看護、公衆衛生

研究シーズのキーワード

地域診断、Evidence Based Policy Making（EBPM）、PDCA、GIS

研究シーズの概要

保健医療・介護・福祉分野の各種データを活用した地域診断を基盤

に、自治体におけるEvidence Based Policy Making（EBPM）を支

援しています。統計データや行政データを用いて地域の健康課題を

可視化し、課題の優先順位付けから事業計画、評価、改善までの

PDCAサイクルを支援することを目的としています。  現在は、KDB

データや消防庁が保有する全国救急搬送データ（2016～2023年、約

5,000万件）を用いた研究をはじめ、保健・医療・介護分野のデータ

を活用した疾病予防や健康づくり施策に資するエビデンスの創出に

取り組んでいます。  また、自治体保健師をはじめとする保健医療福

祉職を対象に、地域診断とPDCA展開に関する研修を実施し、データ

に基づく政策形成を実践できる人材育成にも取り組んでいます。
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研究シーズの適用分野

１）自治体の保健事業・介護予防事業の企画・評価支援　２）地域

診断の実施と健康課題の可視化　３）保健医療・介護データの分析

４）EBPM導入支援 　５）保健師・専門職向け研修（地域診断・

PDCA・データ活用）

共同研究が期待される外部機関

国・地方自治体（都道府県・市町村） 保健所 地域包括支援センター


